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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月13日(2018.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段の位置および向きを含む視点パラメータが異なる複数視点の画像のうち、いず
れか１つの画像を基準画像とし、それ以外の画像を参照画像とし、前記基準画像における
指定点を基準に前記参照画像をシフトして前記基準画像に重ね合わせた合成画像を生成す
る生成手段と、
　前記合成画像をユーザーに提示する提示手段と
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記基準画像における前記指定点に対応する、前記参照画像における対応点をブロック
マッチング法により探索する探索手段をさらに有し、
　前記生成手段は、探索された前記対応点を前記指定点に位置合わせるよう前記参照画像
をシフトし、シフトした前記参照画像と前記基準画像とを重みづけ加算することにより、
前記合成画像を生成することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記複数視点の画像の視点パラメータに基づいて、前記複数視点の画像が平行ステレオ
画像であるか否かを判定し、前記複数視点の画像が平行ステレオ画像でないと判定した場
合に、前記基準画像の視点パラメータを基準に前記参照画像を平行ステレオ変換する変換
手段をさらに有し、
　前記参照画像が前記変換手段により平行ステレオ変換された場合に、前記生成手段は、
変換された前記参照画像を用いて前記合成画像を生成することを特徴とする請求項１また
は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記合成画像における前記参照画像のシフト量を調整するために前記ユーザーが入力し
た、各前記参照画像のシフト量を制御する共通のスカラー値を受け取る受け取り手段をさ
らに有し、
　前記受け取り手段が前記スカラー値を受け取ることに応じて、前記生成手段は、前記ス
カラー値と前記基準画像および前記参照画像の視点パラメータとに基づいて各前記参照画
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像のシフト量を算出し、算出したシフト量に従ってシフトした前記参照画像と前記基準画
像とを重みづけ加算することにより、調整された合成画像を生成し、
　前記提示手段は、前記調整された合成画像を前記ユーザーに提示することを特徴とする
請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記提示手段は、前記スカラー値を調整するスライドバーを、前記調整された合成画像
と共に前記ユーザーに提示し、
　前記受け取り手段は、前記ユーザーにより調整された前記スライドバーのステータスに
応じた前記スカラー値を取得することを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記スカラー値により制御された前記参照画像のシフト量と、前記基準画像および前記
参照画像の視点パラメータと、前記基準画像における前記指定点の座標とに基づいて、前
記指定点に対応する前記参照画像における対応点の座標を算出する対応点算出手段をさら
に有することを特徴とする請求項４または５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記基準画像における２つの指定点に対応する、前記参照画像における対応点の座標が
前記対応点算出手段により算出され、当該算出された対応点の座標と前記２つの指定点の
座標と前記基準画像および前記参照画像の視点パラメータとに基づいて、前記２つの指定
点間の物理的な距離を算出する距離算出部をさらに有することを特徴とする請求項６に記
載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記基準画像における指定点をユーザーから受け取る受け取り手段をさらに有し、前記
受け取り手段は、ユーザーから入力された座標に基づいて、当該座標の周辺領域を拡大し
て表示することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　撮像手段の位置および向きを含む視点パラメータが異なる複数視点の画像のうち、いず
れか１つの画像を基準画像とし、それ以外の画像を参照画像とし、前記基準画像における
指定点を基準に前記参照画像をシフトして前記基準画像に重ね合わせた合成画像を生成す
る生成工程と、
　前記合成画像をユーザーに提示する提示工程と
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
　コンピュータを請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画像処理装置として機能させる
ためのプログラム。
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